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 論文内容要旨 
 
Study of cognitive functions efficaciously affected 














て，機能の全般的評定（Global Assessment of Functioning Scale, GAF）
の他，4つの指標を用いて測定した．さらに，複数の神経心理学的検査を
用いて認知機能を測定し，プログラムの効果に影響する要因を検討した． 




は、paird-t 検定または Wilcoxon の符合付順位検定を、2 群間比較では、
Mann-Whitney U 検定を用いて測定した．有意差 p<0.05、有意傾向 p<0.1
とした． 
その結果，91 名（男性 45名、女性 46名、平均年齢 43.2歳）で，①入院





見られた GAF,SAI-J,DAI-10 の 3 つの効果指標を用いて、数値の変化が、
正の整数で示された群を「改善群」として、各認知機能の 2 群間比較をお
こなったところ、GAF における実行機能のみで有意差がみられた．また、
GAFにおけるワーキングメモリの差に有意傾向が見受けられた． 
  以上の結果から、対象者は中等度の精神症状があり、知的な遅れがない
統合失調症の中核群であると推測された．次に、プログラム実施前後にお
ける指標測定の結果において、処方量に一定量からの変化がなく、全般的
機能,病識,服薬アドヒアランスで改善が見られたことから、薬物療法を補
完する形でプログラムを実施した場合、一定の効果があることが確認され
た．最後に、プログラムの効果に影響を及ぼす認知機能を調べたところ、
全般機能の改善には、ワーキングメモリと実行機能が関係している可能性
が示唆された．そのため、プログラムによって全般的機能が改善しない患
者では，間違った選択にこだわってしまったり、他の選択肢の可能性を見
いだせなかったりする傾向が、プログラムの効果に影響を及ぼすのではな
いかと考えられた． 
